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図書館行政について

■問　12月議会で質問した
がその後の進捗状況は。
■答　広報で図書館の役割な
ど知らせている。
■問　3つのプランが出され
ているが、3つのプランに
ついてはいつ市民に知らせ
るのか。

■答　プランについては順を追って周知を図って
いく。
■問　どのような図書館を目指していくのか。
■答　生涯学習基本構想に掲げる子どもに特化し
た図書館という強みを生かし、これまでのよう
に貸出重視ではなく、市民に必要な機能、本市
にあった形を検討していきたい。
■問　総務省の「公共施設等総合管理計画」では、
図書館の廃館が進み新館設置数は減少している
とある。高浜市もそのような計画になっている
のではないか、人口比で見ても日本の図書館数
は世界の最低クラスである。　
　日常生活に利用される図書館は身近な生活圏

域にある必要がある。ボランティアや図書館運
営委員からはどのような意見が出されたのか。
また郷土資料館はどのようにするのか。
■答　複合化の効果を見据えた運営をという意見
が出ている。郷土資料館のあり方検討も並行し
て検討していく。

■問　ワクチン接種が始まろうとしているが、感
染拡大を防ぐには医療・高齢者施設での定期的
検査など戦略的検査拡充、感染者の追跡保護が
重要であることに変わりはなく、高浜市も高齢
者施設での社会的検査に踏み切るべきではない
か。
■答　愛知県はスクリーニング検査を3月上旬か
ら実施予定。

■問　昨年、共産党の志位委員長が子どもたちに
少人数学級をプレゼントしようと提言。今後5
年間かけて35人学級を進めていくとのこと。
どれだけ学級が増になり教員はどうするのか。
■答　3クラス増で教員は何とか充足する。
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